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ボランタリークレジットの信頼性をめぐり様々な動き 

ボランタリークレジットの信頼性の確保のための動き 

ボランタリークレジットの信頼性を確保するための基準作りを行っている IC-

VCM が、今後の作業計画を、１月末に発表した。当初の予定から大幅に遅

れているものの、３月に信頼性を確保するための原則、Core Carbon 

Principle(CCP)を発表するとしている。 

クレジット発行機関、VCSを運営している Verra はボランタリーカーボンクレジ

ット市場で実施されている中干し米作（生育期間の間に水田から水を抜くこと

によるメタン生成削減）方法論に基づく新規のプロジェクト登録、クレジット発

行を一時停止すると発表した。これは、京都議定書の下でクレジットを発行し

ているクリーン開発メカニズムの下で開発された方法論で、VCS の下でも適

用が認められていた。VCS の下で、2010 年から同方法論を適用した 25 プロ

ジェクトが登録され、460 万トンのクレジットが発行されてきた。Verra によれば、

この方法論については、追加性への疑念があり、モニタリングデータの質に

問題があるとの懸念があり、今回の措置をとったとの説明がなされている。 

REDD＋プロジェクトなどでは、Verra が過剰なクレジット発行を許していると

批判されているものの、今回の動きは Verra 自身が、クレジットの信頼性を確

保するために対応している。 

この Verra の決定に対して、この方法論を適用したプロジェクトからクレジット

を購入しているスイスは、自国の購入したクレジットについては、過剰なクレジ

ット発行を回避するための措置をとっていることや排出量のモニタリングの精

度を上げるために対策をとっていることから問題ないとの見解を示している。 
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ボランタリークレジット 
プラットフォーム 
クレジット発行機関等の 
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